
逗子市の高齢者人口
平成2年1月1日現在

逗子 倚x�"�沼間 �'){�｢�山の根 亶im��小扉 ��h��合計 

65～69歳 �33r�526 鼎c2�280 200 �����482 鼎#b�149 �(�3イB�

70～74歳 �#ッ�410 �3Cr���3��314 �3S"�108 �(�3�Cr���3c迭�

75－79歳 �#SB�338 �#3��138 ���B�249 �#ィ�97 

80～84歳 ��S2�c��209 10／l ��S��100 田��126 ���2�80 ���3�モ�

85～89歳 剴sb�45 鼎"�76 21 塔b����29 鉄���

90～94歳 �3��25 �+(.��17 釘��9 ��S��

95～99歳 100～104歳 釘���2 ��S2�3 �2�2 ��� ����

1 �� �� �"�

105～109歳 合計 ��� ��� ��472 �����3CcB�

1，127 ���3c��1，304 都ィ�533 ���3#s��1，360 

（資料：市総務部企画課）

◎参考

逗子市の高齢化は進み、65歳以卜と、全市人口を比較する

と14．9％を占め、60歳以上では5人に1人の割合となる。

一昨年の“かめがおか〟速報での調べでは、小坪1丁目は

50－59歳が17．2％を占め、この割合は全市よりも3％高かっ

た。

逗子・小坪1丁目の人口
歳 ����������2�構　成　比 ��x揵-�ｩ)ｩm｢�構　成　比 

人 ��2�人 ��2�

0　－・9 店�3#C"�9．0 �#���7．3 

10　～19 嶋�3��"�15．1 鉄#r�17．5 

20　－　29 度�3s���13．2 鼎�2�13．8 

30　～　39 度�3C#r�12．R �3���10．6 

40　－　49 嶋�3涛R�115・4 鼎s"�15．7 

50　～　59 嶋�3c唐�l 　14，9 鉄�R�17．2 

60　～　69 塗�3�s��10．4 �#釘�9．8 

70　～　79 �8�3s�2�6．5 ��コ�6．2 

80　－　89 ���33�2�2．4 鉄b�1．9 

90　－ ��3��0．2 �"�0．06 

計 鉄��3#C�� �8�3��"� 

退子市　昭和63年1月調べ

（かめがおか速報19RR12　より）
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逗子市、宅地造成一覧衰
退子市役所調べ　平成2年2月

募集当時のパンプレ、ソトの表紙



逗子市：人口・世帯数推移 逗子市役所調べ
毎年10月1日

年 ����������2�剌ｬ　　　坪 剌ｬ坪1 �)ｩm｢� ����������2�劍抦������-��傅ﾉ-���丁目 
人口 剞｢帯 ��ﾈﾏｲ�世帯 ��ﾈﾏｲ�世帯 ��人口 剞｢帯 剞l口 ��)���人口 ��)���

昭和4n ノ11 42 43 41 45 46 鼎2�6ﾓ�2�CB�CR�6ﾓ�b�C��S��211 922 366 257 308 242 826 ����CS�r����3sCB��(�3�C���(�33sr��(�3scR��8�3sモ��Cs�"�4．106 6，412 6647 涛sR���3cCr��s#B� ���ﾂ�昭和53 54 55 56 57 58 59 鉄��S��S��S��S��Sr�Sr�Sr�Sr�Sr�Sr�493 485 481 189 041 928 874 ����2����2����2����2����2����2����B�274 522 280 481 585 806 981 嶋�3Sッ���3c#"���3S�����3c#����3sS����3c迭���3s�2�2，455 2，5（〉5 2，462 2，492 2，574 2，60・1 2，649 �(�3鉄"�(�C塔2�(�3鉄��(�3鉄��Rf拍 886 891 898 

ノ1752 ．邁 凵c……骨33…号……31諾 劔�60 61 62 63 �656 583 558 699 ����3c������3イR����3涛b����3����嶋�3c#2�?ｨ�3c#r���3sS��v�sY?｢�2．646 2．680 2，740 2．775 �(�3�3��(�C塗�S��(�C都B�(�C田2�890 898 909 920 

平成1 鉄r�466 ����C#�2�嶋�Ccs��2，792 �(�3鉄��930 

L 

①参考

注1．小坪地区の年代比較をするとS40
－45では亀が岡の新築ラッシュも

あって人目、世昔とも急増、人口

ではS．50，世帯ではS．48でそれぞ

れ倍増している。

注2．小坪、小坪1j▲目人口、世帯の空

欄は、国勢調査時以外は丁以下の

数字がつかめない。また1丁目と

住居表示が変わったのはS42・5月

からである。

72



亀か岡世帯数の推移と
－自治会班編成－

準　日 ��)���B�班編成 儖X��������ﾖﾂ�l l年　度基準日 剞｢帯数 �9陏I])�ﾂ�備　　　　考 

月　　日 ��)���址 ��l　　　　　月　日 剞｢帯 儉r�l l 

・17 ��3R�12 �����ｹ?ﾉ�H.h.��I.��｢����c�Lx/�?�,(,兒ｨ*�+ﾘ�(�｢�Zｨ*�+(�｢�昭和53年　2・19 �622 �#��

・1 ��s��12 凵^／ 塗�S��628 �#��

・1 �#�R�16 凵^／ ����S��635 �#��

・10 �#CB�17 �54年　3・15 �635 �#��

・l �#s��17 凵^／ 塗�S���637 �#��

・14 �#ビ�17 刧�　　11・1 �636 �#��

・20 �3#��17 �55年 �8�S��636 �#��

・20 �3Sb�18 凵^／ 塗�S��634 �#��

・11 �3s��18 �56年 �8�S��639 �#��

・20 �3唐�18 凵^／ 塗�S��643 �#��

・25 鼎�"�18 �57年　2・1 �649 �#��

・5 ・1 鼎#r�18 凵^／ 塗�S��653 �#��

442 ����鉄吋��S(�S��田S��21 

・1 鼎s��18 刧�　16・30 �653 �#��

・31 鼎���18 �59年 �(�S�R�657 �#��������

・7 ・30 鉄�b�18 凵^l 60年 塗�S3��(�S#��657 661 �#��#��

・23 鉄3B�18 冤／ 塗�S���644 �#��

・21 鉄C��20 �61年 �8�S��650 �#��

・30 鉄CR�20　　1 凵^／ 塗�S���651 �#��

自治会費の推移　D昭和40（1965ト42年＝年2，000円D43年～55年＝1，800円

D55年～59年＝2，400円D60年～＝2，600円
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水道タンクガ象徴的な草創期の亀か岡＝昭和40年4月2日

この25周午詰り製作に当たり、次の2団体　　幾井正明　石沢宏幸　石塚ノ、ツエ　今村正治

と14人の加－ら貴重な写真を提供していただ　小野武八郎近藤健二郎養置昭男　土持和

きました。ありがとうございました。　　　　雄　平林徳也　宮口1照　村上弥光　芳垣　男

個体〕市、小坪小学校〔個人〕飯m宗夫　松本恭輔　　　　　　　　　（敬称略）

尭喜怒写真◎冠担儲

詣野野色香冠雷帆皐』起
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披
露
山
を
の
ぞ
む
亀
ガ
岡
＝
平
成
二
年
二
戸

亀
が
岡
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
、
か
つ
て
の
若
者
達

も
、
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

四
半
世
紀
、
2
5
周
年
、
早
い
も
の
で
あ
る
。

佐
藤
会
長
が
記
念
誌
を
発
案
さ
れ
、
初
会
合
を
も

っ
た
の
は
昨
秋
「
は
じ
め
て
の
会
合
の
夜
、
帰
路
に

つ
く
と
二
子
山
に
仲
秋
の
月
が
あ
っ
た
。
月
は
幻
想

よ
り
、
よ
り
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
地
球
上
の

歴
史
を
じ
っ
と
眺
め
続
け
て
い
る
よ
う
な
畏
敬
の
念

に
と
ら
わ
れ
、
「
ヤ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
と
た
ず
さ
わ
ら

せ
て
い
た
だ
く
者
の
宿
命
を
覚
え
た
。

2
5
周
年
誌
の
骨
了
は
、
と
く
に
初
期
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
の
苦
労
が
に
じ
み
で
て
い
る
亀
が
同
通
信

第
l
号
に
は
じ
ま
り
、
「
か
め
が
お
か
」
讐
ち
ま
で
を

メ
イ
ン
と
し
、
歴
代
会
長
や
関
連
の
方
が
た
へ
の
取

材
を
加
え
、
肉
付
け
を
し
た
。
一
方
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
、
写
真
が
こ
こ
に

牛
き
返
っ
て
素
材
に
彩
り
を
そ
え
た
。
さ
ら
に
市
、

警
察
・
消
防
、
小
坪
小
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協

力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
し
け
た
い
。

わ
れ
わ
れ
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
業
を
も
つ
枚
に

時
間
が
十
分
で
な
く
、
そ
の
た
め
、
と
く
に
数
字
、

年
次
な
ど
ウ
ラ
を
取
る
時
間
、
資
料
の
照
合
な
ど
の

▲
｛
備
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
こ
の
2
5
周
年
誌
は
、
亀
が
岡
史
の
出
発
点
で
あ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
摘
、
ご
叱
声
に
よ
っ
て
検

証
さ
れ
、
は
じ
め
て
、
亀
が
同
人
の
歩
み
が
と
ら
え

ら
れ
、
意
味
を
も
つ
。

や
が
て
十
年
を
経
れ
ば
一
手
一
世
紀
。
地
上
で
の

変
化
は
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
変
わ
ら
ぬ

季
節
と
自
然
の
め
ぐ
み
が
亀
が
岡
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
こ

と
を
祈
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
相
た
ず
さ
え
て
、
明

る
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
め
よ
う
。
（
根
津
）

－
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5
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年
誌
編
集
委
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高
山
富
土
夫
（
一
社
）

根
津
　
直
成
（
七
仙
讐

小

沢

　

健

一

（

八

埜

杉
本
代
八
郎
（
十
八
彗


